
社 会 生 活 50 年

平 岩 通 夫

第 1 編

緒 口

昭和 8年学業を終えてから今年58年は丁度50年

目に当る｡私の社会生活は世界大戦を境として大

変革期に当っている｡10年一昔というが50年とい

えは記憶も定かでなく,それを遥かに思い出しつ

つ,経歴を随筆風に綴ってみることにする｡

昭和 8年 東京帝国大学医学部薬学科卒業

植物化学 (地衣頬)生薬学研究

東京薬専

昭和女子薬専
(生薬学)併任

昭和16年 薬学博士 (東京帝国大学 第3054号)

芸冨芸芸)軍需生産=･三崇 警品還鎧 ソ

昭和22年 厚生技官,国立東京第一病院薬剤科長

東邦女子医薬専 (生薬学)

東京女医大 (有機化学)
併任

昭和24年 東京都技術史員 (2級)

都立衛生研究所課長

昭和31年 都立府中病院検査料長

日本大学理工学部薬学科 (薬局方試験

法)併任

昭和35年 教員資格認定,東京都立立川短大教授

昭和40年 東京都衛生局主幹 退職

昭和41年 本州大学教授 自然科学概論,商品学

担当

昭和49年 長野大学教授 自然科学概論,生物科

学担当

結 言

昭和58年 9月22日

研 究 時 代

｢東大薬学科の成立と講座の変遷｣は文献によ

れは便宜上 3期に区劃している｡その第一期は明

治6年より19年迄 (1873-1886)で独,蘭外人教

師の手で製薬者の養成が行われた｡幼稚粗雑な器

具と不純な有機溶剤を用いて本邦産有毒植物成分

の研究に従事し,有機化学の費明期に於て注目す

べき業績を発表している｡某若より非アルカロイ

ド成分スコポレチソの抽出などである｡

第二期 (明治20年～45年)は独乙留学より帰朝

した邦人教授により漠薬麻黄の有効成分エフェド

リソの構成を決定したという｡長井長義先生はそ

の師 Hofmannの教育方針を守 り実験第一主義を

強調して学生を指導,助手を督励して和漢薬の成

分研究に従事し,その成掛 こ顕著なものがある｡

この時期に日本薬局方が編纂されると共に,薬化

学,生薬学,衛生化学の各講座が設けられた｡現

在日本薬局方第10版が制定されたのは感慨深いこ

とである｡

第三期は大正元年より現在に至る｡明治45年下

山教授亮表し助教授朝比奈春彦之を継承するとあ

る｡この流れが私が直接指導を受けた先生で二期

の実験第一主義の方針が残されていたような記憶

がある｡分析及び臓器化学の2講座の増設と共に

昭和14年京都大学に初めて大学の設立を見る｡や

がて外国依存の精神を打破し学術的にも製薬工業

的に独自の発達をする態度が全薬学界に横溢する

ようになる｡私は大学副手の時代から専問の植物

化学,生薬学の研究の外他校の講師に併任されて

私大に教鞭をとった｡講座内容についても当時8講

座に過ぎなかったのが現在新制大学院では20数講

座に分れている｡ くすり好きの日本人に社会的に

受け入れられたのである｡

私の卒業した昭和8年 (1933)は有名な大正デ
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モクラシーの頃で自由主義華かの反面世相は不況

のどん底であった｡だが研究室の様はどんなであ

ったろうか｡医薬といえば昔は主として経験から

知られた草根木皮が用いられていたものである｡

真に有効なものは今日でも生薬 (しょうやく･き

く･す り)として利用されているOさればわが教室

は薬の本命であったのだが,先生は地衣成分に凝

られていた｡弟子たちは研究の手伝をさせられた｡

地衣類とは子のう菌と藻類が共生する特殊の植物

体で特別に薬用になるものではない｡研究の大要

を言えは抽出した成分を分析して物質を朝比奈式

簡易装置で元素分析をして構造式を提出するにあ

る｡これと同時に化学的に別途合成して天然より

得たものと構造式の正 しいのを証明するのであ

る｡いわゆる研究のための研究で薬とは何の関係

のない操作を毎 日繰返す｡ 日曜は山野に植物採集

をして気分の転換をし標本の作製に専念した｡戦

争前後8年間は夢のように過ぎて不況の世相は記

憶にない｡

文献

1 東京帝大学術大観 薬学科の成立と講座の変

遷 昭17.5.27発行

2 石坂哲夫 薬学の歴史 南山堂

3 日本薬学会百年史年表 日本薬学会 1980

4 東京大学薬友会 会員名簿 昭54.2.25発行

軍需工場時代

大戦の詔勅と当時私たちは言い慣わした｡その

ラジオ放送を大阪の武田製薬工場で聞いた｡準戦

時体制だった｡福岡県吉富町に武田製薬と三菱化

成の合併で新会社設立の話を聞く｡頼三陽ゆかり

の耶馬漠を貫流する山国川が周防灘にそそくす河口

に木造十数棟が建設を急いでいた｡南方作戦の需

要にこたえてマラリア剤 トロポヒソの工業化と毒

ガスマスクの素材になる造粒炭が私に与えられた

軍需薬品の管理業務だった｡前者は私の学友井田

博士の業跡で研究員と共にバイエルのプラスモヒ

ソのイミテーションが己に完成していた｡大学同

期の誼でその工業化を引継いだわけである｡井田

君はのち武田から徳島大学教授になったが惜しい

ことに早 く病没した｡研究員は3名位と記憶する

が武田製薬研究部生え抜きの連中が吉富に転出し

て来た｡ トロポヒソの製造工程は30段階くらいあ

ったと思 う｡造粒炭は大阪神崎川分工場で行われ

ている塩化亜鉛付活法といわれるものが吉富にも

設備された｡原料資材の関係でここでは山国川流

域のマツ,ブナのノコギ リ屑を紙粉にして用いた｡

焼成炉は独乙から輸入されたLulugi製の彪大

な設備であった｡長さ20m直径1.5mの焼成炉を24

時間終夜運転で1,300℃に焼成される｡ZnC12は

ZnOとなりこれを塩酸と水で処理しZnを回収し

て活性炭素を得る｡古いことで詳細は忘れてしま

った｡事故の多い工場だったと記憶する｡戦況は

ますます苛酷になり北九州,瀬戸内あたりの爆撃

による火災は夜空を焦して望見さるる｡その頃徴

用工は4-5千人はいたであろうか｡教習所を作

り私がその所長となり技術職員の協力を得て希望

の工員に化学の一般,英独などを教えたように思

う｡末期には製薬原料にも事欠き,セメン ト煉瓦

で防空壕作 りをするくらいしか仕事がない｡美事

な偏隊で飛来するB29を壕にも入らず眺めていた

こともあった｡迷彩してあるわが工場など見向き

もせず却ってこれを目標にするかのように工場上

空から左して小倉,長崎方面に,右して広島,江

田島方面に向った｡あの原爆搭載機はこの空路を

通ったにちがいない｡軍の管理官は防空訓練をや

かましくいうだけで,他に何の能もない｡実験記

載簿など敗戦と共に焼却し,また忘れてしまった｡

公務員,地方公務員時代

終戦後両親とも年老いたので骸骨を乞い,九州か

ら家族共々に郷里に戻った｡焼けただれた敗戟の東

京の姿は今日と比べ今の若い人達には想像もできな

い｡幸い両親の家は戦災を避けたので暫く親許か

ら通った｡新宿区戸山町の旧陸軍病院が東京第-

病院と改称,現在国立医療センターとなり繁栄し

ている｡当時は軍臭プンプンたるところで,各医長は

佐官クラスがまだ残っていた｡熱海と小話に分院が

あった｡私はそこの薬剤科長というところで,手慣

れぬ調剤業務は若い薬剤師にまかせた｡厚生省国

立病院課の出先機関たる関東甲信越出張所兼務の

仕事があった｡終戦後全国各陸軍病院から集めた
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医薬品,医療器機械,歯科材料,義手,義足が大

倉庸二棟に放 り込むように保管されていた｡莫大

の量でその頃の噂ではまだ10年くらい戦える分が

備蓄されていたと言われる｡当時製薬会社の復興

ならず,まだ一部配給制度が残 り,新規購入予算

も僅かで本院ほか関東一円の分まで効果的に配分

するかに苦慮した｡もう一つは米占領軍(GHQ)
の監視が厳しく麻薬の取扱いはその極であった｡

敗戦のどさくさで役所の改廃は続き,かと言って

独力で研究する勇気もない｡苦労知らずの私はと

つおいつする内又々朝比奈先生の世話で東京都衛

生局に席を移すことになる｡今にして思えばここ

も亦いいことばかりはない｡微力だったわが製薬

研究所は警視庁衛生試験所,細菌検査料,血渠研

究所,獣疫検査所を吸収合併され,縮小されて私

たちは薬品部の中部にされてしまった｡両も医薬

品といえは最近は化学合成品が主で生薬類は漢方

医や民薬に用いる程度である｡当時終戦時には局

方医薬品にさえあやしげなものが出廻るという衛

生上許せない状況にあった｡公立の都立衛生研究

所たるべきものは都内の工場店舗から随時商品を

収去して晶質試験を行えという｡その合間に中小

企業老からの依頼試験を受理した｡僅少な予算で

ろくな研究などやりようもない｡

斯る折柄都立病院は一斉に検査料をおくという

条令ができた｡自宅に程近い都立府中病院初代検

査科長の配命を受けたのは昭和31年のことだっ

た｡

結 口

第 1編は要約すると

1 研究時代

植物化学 生薬Pharmakognosie

2 軍需工場時代- 製薬

3 役所時代- 国立病院薬剤科長

都立衛生研究所,都立病院検査科長

4 教員資格取得

本州大 自然科学概論,商品学

長野大 全 上 ,生物化学入門

自然と生物 生 物賢 覧 EF出死(寿命)
(自己増殖)

自然(環鏡)- 公害(事故 ･病気を含む)

第 2 編

学業を終えて大東亜戦争の5年間だけを除き本

業の他に副業として若い学生を相手に教職にあっ

た｡ひょんなことから旧制中学の親友が主宰する

短大から再就職の懇請があった｡再三の需めに断

り切れず始めて正式の教員資格認定をとらざるを

得なくなった｡それが運の尺で引続き本州大学設

立委員会に参加するはめになってしまった｡

社会生活 50年 (読)

去る9月22日学内研修会の折には愚生の学職歴

の紹介に止まり,現在本学の講義内容には時間切

れのためふれることができなかった｡それを図書

委員から紀要の原稿にしろと矢の催足を受け,止

むなく引受けざるを待なくなった｡私は専攻が理

科系であり,本学の先生の大方は文科系で育ち方

がちがっている｡自分は全く異色的存在とひがみ

目に考えている｡私の教科目は,その昔生薬学研

究時代に化学の実験のほか植物採集をやっていた

ので,文部省は自然科学概論と商品学に限り教員

資格を与えたようだ｡(昭和35年)

自然科学概論

自然とは何か,科学とは何かの定義に始まり,

先づ地殻の歴史 (第 1表),生物の発生進化 (第2

表)をヨコにとり,人間の進化発展 (第 3表)を

タテにとれば,人類生誕の太古から世紀を追って

現世紀に至る複雑多岐の科学変遷を高さとした立

体像が自然科学の対象になる｡戦争,政治,経済

等文化面の科学に及ぼす影響(科学史),更に今日

巨大科学時代ともなれば各種産業の生産が及ぼす

資源の不足,環境汚染の問題を考えるとき,生産

と自然の矛盾が巳に発現しつつある｡

本学関学以来 (本州大学を含む)自然科学概論

として18年間に亘 り,教科書 (1,2)またはそ

の都度研究資料に (第 1真一第3表)を提示して
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講述して来た｡

4表 世界科学技術史年表

文化 の生起した場所 と時代 を随意メモした

(乞検討)

(例) 不老長寿 (生命論)の東西比較

西洋文化 (キリス ト文化)

BC4.アリス トテレス,ガレノス製剤

解剖,生理,呼吸 (18C化学革命)

ラボア-ゼ (Fr.)酸化の過程

医学における分析と綜合

手術は完壁だったが患者は死んだ｡

分析,化学的に過ぎ,生命体を忘れる｡

東洋文化 (中国文明)

BC5.扇鵠 (戦国)秦始皇帝

呪術,経験医学

医,本草学,漢方 (儒教 ･仏教)

生命 (経験 ･自然,宗教)

｢新しい世界史の見方｣講談社現代新書 謝世

輝106-7頁

商 品 学

18世紀産業革命 (莱)前後から産業界を通じて

人頬生活に関連する学問となった｡比較的新しい

学問と見えるが,商品研究の源流は古代メソポタ

ミア文化圏を中心に隊商の手で商品群が集散され

た時代に湖ることができるo

我が国の商品学には ドイツ流とアメリカ流とが

ある｡前者は生産経済側に密接し,原料品の生成,

鑑識の研究に重要をおく自然科学研究を本領とす

る｡後者は消費経済の側に立ち,売買基点の研究

に重点を置 く新しい商学的商品学である｡教科書

(3)は用いたが本来の ドイツ流の講義をした｡本州

大学の頃2-3年生の講述に過ぎない｡日本国勢

図絵を座右に置いて辞書代 りに見た｡国内の商品

百般の生産消費の状況から輸出入の貿易額まで明

解にわかるので便利である｡毎年出版改訂される｡

学を開講した｡以来自然科学概論と併せ二駒を講

義して現在に至っている｡仮 りに私は生物化学と

呼んでいるが生化学 Biochemistryの入門程度の

講義である｡科学史では19世紀中期に進化論が確

立された頃,遺伝学,微生物学などと共に生物化

学の一端として生化学は独立した｡教科書は江上

不二夫氏著岩波新書の ｢生命を探る｣6),著者は

先年物故されたが簡結なのでこれを採用 してい

る｡生化学 とは化学の立場から生命現象を生物の

分子間の相互作用として理解しようというのであ

る｡兼ねて自然科学を先に生物化学を後から受講

するようガイドブックに履習配分を希望している

が学生は思 うようになってくれない｡

生命への関心はギリシャ古代の哲学者アリス ト

テレス (BC.384)の霊魂論に始まり,今日まで彼

是2,500年来,続いているが定説はない｡生物の原

始形態は蛋白質の半流動状態だと主張するオパー

リンのコアソヴェ- ト説 (1936)があるが,生命

起源に関する研究は今尚集行中である(6)0

魔詞不思議な生命は化学的にはまだ定義されて

いないのである｡然し生命の特性と考えられた有

機物が合成 (ヴェ-ラー 1828)された り,消化,

発酵の研究から酵素系が解明されてくる｡化学史

上生命を特徴づけると思われていたものが生命か

ら離れて存在することが明らかになって,敢て生

命の定義の必要はないようにも思われる｡生命を

生かしている実体は一 口に言えは自己増殖であ

る｡自己増殖能は素材としてタンパク質,核酸(D

NA)と共にエネルギー (ATP)などの相互作

用として理解されるが,余 り専問的になるのでこ

の辺で中止する｡生物の記憶や思考というような

高次の現像の生化学的研究はやっとはじめられた

という段階であり,まだ確かな知見はない｡

以上要約して講義内容の一部を解説した｡

生 物 化 学

昭和49年学名変更により長野大学となる｡文部

係官の要望とあったそうで,私は自発的に生物化
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1表 ｢地球の歴史｣より
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2表

地 質 時 代 (生 物 史 年 表 )

6億年 5 4 3 2 1 7,000万年

新
生
代
始
ま
る
｡

原 生 代 一 l t古 生 代l l 中 生 代 新 生 代

水 生 植 物 I胞 子 植 物 裸 子 植 物 被 子 植 物 第 3紀 (洪積紀 )第 4紀(沖積紀 )現 生植 物

I無脊椎動物-陸生脊椎動物 丁 晴乳類 霊長類 人 類魚類 時 代 両棲類 昆虫原始爪巴虫類 恐龍鳥類

- 25-



3表

人 類 時 代 (人 間 文 化 史 )
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地三号時代史前史 60万年 世界科学技術史年表 4表 平 岩 通 大 著

世紀 オ リエ ン ト空鍔 7-中近兼 ヨ ー ロ ッ パ アメリカ イ ン ド 中 国 朝鮮 日 本 史母型節社史会大氏上 潮族古 暗別

原始 50 新才言LI.lFを(ナイル'ii:I'()バビロニア(三三三号テスi-..I) 10,000年J新石岩詩(ドナウ .地中海岸定前) 人の渦つた証捜 析 石 署:i

汰 30 スメル耶frl-国家(メソポタミヤ) 巨石文化 (西ヨーロッパの ドルメン) BC4.0001

･古史 銅買.亨一朽ぎ形文子 .エジプト文rIJl太陽庁f.ピラミッド- エーゲ文明(クレタの符鋼文化) 鋼 岩:i

10 (エジプト文字-)AⅠiC クレク良文化の極盗(エーゲ文明-ギリシャ文明) 中ill_]-米にイ 鉄 男謹 収娃回 .tl.A-銅甲骨文字 -新石器 .純文士芸詩狩リヨウ.漁業

共 鉄Z詩 7エ二キヤ 鉄 器 古 文

産刺奴隷刺 育代 ギJ!ン′ヤ文化 [オリンヒヤ競技始(776)]ピタゴラス(数 .哲)ヒポクラテス(医父) ンカ柿国 .マヤ文明 鉄 器

5 壬号弊 .郡市工業化 ソクラテス(哲) 仏教成立(556→486孔子

4 アリス トテレス(哲) 仏興集結Nol 日時計

へヒ文文化ム 3 ユークリッド(A,.)アルキメデス(蘇.放物) 日時計 .農尊重 .商談微 〃 NoZ 寮万B71長城 J蒙 .誰か恩誰武 一南京微

2 /' N〕3 J-+仏教伝る J

B.C_.1 イエスキリス ト磯殺(BC4-AD29) 天文学(←ギリシャ塩鉄辞売仏教かこる i号弊 弥生式土暑Tf.水稲提

ロlマ A.D.1 詳銅 [氏族社会]

皮 原始キリス ト教 祭伶紙光明 長羅針盤 鋼錦 =口_戚非粉
2 ローマ時代の科学(磨 .地歴 .悼) L相生関係臼由]giLRP.の追跡

3 ガレノス(医)石ケンの製造 [キリス ト教必隆] [仏教大成] 儒学おこる医 一本IfT字 女王卑弥呼

文化 [ゲルマン人の大移動と古代科学の没落] 肘-行革か[後手英] 王宮弊

西欧封建社A7有高ギ業ル都ド市結党成達 中世近世(前@近世荏翠 5 ギリシャ .ローマ古代文化継承 火力文化を加えて120頃西欧に伝える

ビザ/ツ西欧文化キリスト教文蛙 イスラム文化 7 〔崇 JL蒜土呂禁 三〕 最暗黒時代 羅針盤発明[回教-サラセン] 中古近古i倉時琶 代度

8 サラセン文化Jpl.金目.ギロ-ll_{兆文化 .イダフ○タ桝文化の弟念半代文化ンドノゝl 価 .fr族文化'LiL,延工芸 .今日一杜揃(雷詩) 奈良 .大仏 .天平娼築古市記.口本訴記 .万薬袋国分寺平カナ片カナ成3 1号幣[日本仏教]El本風工芸 (糸縄紙)

9 錬金術アラビヤ科学 (亜) 平庄園安奴時 隷時代代分檎的封逮時代

10

ll アラビヤ医学 (亜) 錬金術(-就～18C) 米庶民文化 .三技術羅針盤.火薬.木版印刷

12 孤(-サラセン8C-中国)十字軍 蘇東城 .栄作

13 ロージャーベ-コン(罪)実験科学の先駆 ≠1才 古 刀剣技術 (正宗ナド)＼､一焼

生 ー産分業化辛工莱 波蘭-マルコポ-口火方旅行 . 1ヽ⊥ 天元術 (代数学)元ゝ .蒙古文字 瀬戸[鎌介仏教]

ルネッサンス文化 14 文芸梯興始まる(伊 .フロレンス派)三大発明 羅針空屋(17r).火薬鋤 .泊版印刷(蛸 (儒学) 嗣泊版印刷 金閣寺

15 ヘ ンリー航海王(波)東ローマ滅亡レオナルド.ダ .ヴインチ 力学研究の先駆 ,92コロンブス(m)大陸発見 所員計

16 不斗p､∫.1-ルネツ ,17 宗教改革マルチン.ル-テル触),43コペルニクス(潤天球回転ヴエサ リウス(lJl)人体構造 スペイン. 一束印度会相対 '82マテオリッチ(イP)広火で四枚科学移柄 一43柚子良鉄砲伝来γ- '82現行の太陽暦(伊 グレコリウスXm) ペルー征F]ri 官栄手工業 .i7EjJのため

資本l産 /ス '90ガリレイ㈹落体法則他 印度研有閑 インカ滅亡

絶 17 料八千 '09ケプレル(州天体法則 ,, (lL),28ハ-ヴュー(共)血摘循環の法則'40パスカル(紘)大気の圧力 '50デカルト(仏)Sllf方法論'60ボイル伏抗体則 .化.:;その阻 ･J tiL)近代科学は発達しない'37末広範.天工開物m-代表的技術否 数学苔 '39泉門国令 (家光) 近世江 集

莱 対主義 革令 マルビギー仰)ケンビ紹解剖=17'_-'65フ ック(gi-)細胞発見 '74関孝和発散罪法 権的封建

資本 '86ニュートン関万有引力.微税分法 [元禄時代町人文化]

18 '2477-レンハイトF(uT.) '76独立宣言 ,09陳情字典英人阿片の輸出 '91洋学 '09貝原益幹 大和本草
よ 啓栄の '35リンネ(輿)自然の体系 自然観の変革,42セルナウス℃(輿)'65ワット(,jl=)蒸気機関l7Ti文節命(英1776-)仏大革命(1789-) ['zo洋割 軍票(吉宗)]

代資本l高 自由主義 世紀 '88ラヴオアジエ(IL)元素祝の確立 化学革命'98ジエンナ-班)碓1IL'99ヴオル夕(rP)電池 i.i;止(李抑 '74角引本所平地天 丁物 .描 .化の釈雷 戸時S求京 時代忠

19 整ヌ1 '01ガウス糾整数論 '03ダルトン(殉分子説'07フルトン閑汽船 '14スチプンソン伏)汽斗i仏産業革命(1819-)独Tqt業革命(1823-), ) ビ ′ ,07フルトン汽船,35モールス電信機 lL1捨 A '53鉄道開通 '39-41阿片単文争 '21伊能忠敬測ムt全Eg'60-61拳法鉄所 .医学所
皮 育 32ノー ツヒ蝕)有機分析'57パスツール(也)細甜 '59ダーウィン供)進化論 用≡光革叩(1860-) '42南京条約 釦1回廃止 産業革命 (手工業-機械工資 電 '65メンデル㈱迫伝 ,69メンデレフ紙周期紳 ,76ベル 莱)

本 国 良ヌ1 伊成業革命(1872-) 電訳機 ['68王政裸古 .明治元年]

主 '82コツホ帥結柁閉 ー93デイ--eル伽淵星間一 沢 OiEた 一 エジソン発明王 福沢諾諭吉 明治文化の指揮者長岡 .北里 .~剛 を

社修会 蛋 義 原千 [96回F,i.オリ/ヒア仇禎再開]98キューリー(IL)Ra (1847-1931) {LJ F,17- 7-ンポ

~20 '05アインシュタイン(独)相対論 ,03ライト兄 ['05反英運動] 近代科学工業-日本 ,10 科学技術の自主独立
覗 力 [一次大学曳(14-18)]'22ソヴイエ-ト樹立 弟飛行機 '05科挙制度廃止と利 日韓合併独立- (理研 .hJt空研ナド) 産

主 重 主 p '25ベアード供)テレビ発明 ペニシリン 根回収 ,13中準民国 '25国際学術食言蒐 ･時 S'38ハ-ン巧叫原子柁分裂,44ロケットV V 的 生産,52水爆 .磨 >ji本主弟発展 '49渇川秀樹ノーベル茄 ff杏

義 義 代 苗開発 1 2 ､[二次大卑伐('39-45)]'57人工衛生(ソ)'60国際宇宙会言苑 '61人間宇宙船(./)'62柁恨分子稲造(栄.英)'66円ロケット月面枚着陸(ソ) 子力詑電'58人工衛生石油-高分子化学 ,49中華人民共和国,64原爆実験 ,56-技術革新始マル'60科学技術10年計画 代 主苑



第 5 表

市町前 時 代 社主9)tt指 技術 ･刑苧法邦 の中Lt地
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